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Ⅰ.はじめに一研究の背景

佐藤学氏は,学びは,対象世界 (テキス ト)との対話,他者との対話,自己との対話が三位

一体となった活動であるというOそして,その基盤は柔らかな声と身体による交わりにあり,

(聴き合 う関係)に基づく対話的コミュニケーションにあり,さらに,学びの深まりは,｢つ

ながりを広げる｣ことにより促進されるという.I)

佐藤氏は,授業における教師の中心的活動は ｢聴く｣ことであるとしているDさらに,子ど

もの学びを生み出す教師の活動は,(聴く)という活動とともに,(つなぐ)(もどす)という

活動もあるとしている｡言い換えると,子どもの学びは,教師の (聴く)(つなぐ)(もどす)

という活動に支えられているのである｡これらの活動と学びの関係を佐藤氏は,以下のように

述べているo

聴くという活動は,ただ,子どもの発言やつぶやきの意味を理解しようとすることではなく,

子どもの発言やつぶやきをまるごと受け止めることであるO感覚としては,発言やつぶやきの

内容の意味ではなく,発言やつぶやきに込められた気持ちやイメージを味わうことである｡ま

た,一つひとつの発言やつぶやきを関係の中で受容することであるo関係の中で受容するとは,

子どもの発言やつぶやきが,題材 (テキス トや資料)のどことつながって発せられているのか,

他の子どものどの発言とつながって発せられているのか,その子自身のそれ以前の考えや発言

とどうつながって発せられているのか,この3つの見えない関係の中で認識することである｡

そして,この3つの関係で教師が発言やつぶやきを聴くことによって,チビも同士の発言のつ

ながりも生み出されるという｡また,つなぐ活動は,子どもたちの話 し合いの中で,｢それに

つながる意見は?｣あるいは ｢つながる人はいる?｣と尋ね, 1人ひとりの発言の重なり合い

や響き合いを組織することである｡もどす活動は,子どもの発言をテキス トや他者の発言,自

分自身のそれ以前の考えや発言などにもどすということである｡このもどす活動により,チビ
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も同士のつながりが実現するのである｡2)

教師の (聴く)(つなぐ)(もどす)という活動によって,チビもたちはテキス トとの対話,

他者との対話,自己との対話をし,授業においてつながりを広げていくのであるO

そのさい佐藤氏は,授業において教師が子どもとのつながりを維持したりチビもと子どもの

つながりを生み出したりする技法として,｢居方 (ポジショニング)｣を挙げている｡佐藤氏は,

｢居方 (ポジショニング)｣という言葉で,教師の立ち位置の取り方とその立ち位置からの子ど

も一人ひとりとの関係の取り方を示している｡居方は,子どもの言葉をまるごと受け止めるだ

けでなく,その言葉を他の一人ひとりの子どもがどう聴いているかを感受し,発言している子

どもと聴いている一人ひとりの子どもをつなぐ役割を果たすものであるという｡

私は,教師の (聴く)(つなぐ)(もどす)という活動や居方 (ポジショニング)により,チ

どもの聴き合 う関係をつくり,その関係の甲でチビもたちがつながりを広げていくことができ

るような授業をつくっていきたいと考えている｡というのも,子どもたちが学級で安心して学

ぶことのできる授業を構成する教師になりたいという想いがあるからである｡

そこで,教育実習のふりかえりとして,教師の (聴く)(つなぐ)(もどす)という活動や居

方 (ポジショニング)という視点から,子どもが発言 した内容の推移と子どもに繰 り返し発言

を求めた場面に絞って,実習授業を分析 した｡なお,私は平成22年 9)引こ,宮崎大学教育文化

学部附属小学校において基礎能力発展実習を行っているO配当学年は,第6学年である｡担当

した学級の児童数は38名であった｡平成22年 9月 1日～9月24日の実習期間中には,計6本の

授業を行った｡その内訳は,得意分野形成授業として算数を4本,一般授業として国語を1本,

理科を1本であるO得意分野形成授業とは,高い資質能力を持った教員として得意な教科を持

つことをねらいとしており,教育実習において-単元を担当するなど,重点的に取り組む授業

である｡

ふりかえった実習授業は,平成22年 9月7日に行った ｢ヒロシマのうた｣という文学的文章

を扱った第6学年国語の授業である｡本時は,｢わたし｣という登場人物が,原爆投下直後の

広島で救った女の子を預けた女性 (｢お母さん｣)と救った女の子と再会する場面である｡この

場面ではこれまでは女の子のことを ｢ミ子ちゃん｣と呼んでいた ｢わたし｣が,女の子を ｢ヒ

ロ子ちゃん｣と呼ぶようになる｡そこで本時は,｢『わたし』はなぜ女の子の呼び方を変えたの

だろうO｣というめあてを設定し,｢わたし｣の心情を考えていくことにした｡

Ⅱ.子どもたちが発言した内容の推移- (聴く)とは何か

子どもたちが発言した内容の推移を明らかにして,(聴く)ことを考察した｡チビもたちの

発言は,図 1から図4に示 しており,Cは子どもを指し,Cに付く数字は,発言した順番を表

している｡分析 した実習授業では,合計12名の児童が発表した｡

チビもたちの発言は,内容が変化 している｡図 1のClからC4は,教科書の本文のお母さ

んの言動 (決心)がわかるところに注目して発言しているが,図2のC5からC8は,お母さ

んの言動 (決心)を受け止めた ｢わたし｣の立場になって発言しているQ図3のC9は,C5

からC8の発言とつながる部分と,新たに女の子のことを考える ｢わたし｣の立場にもなって

発言をしているO最終的には,図4のCIOやCll,C12が女の子のことを考える ｢わたし｣の

立場になって発言をしている｡つまり,発言した子どもたちは,前に発言した子どもの考えを
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受 け止 めて,それ につ なげ るよ うに発 言 してい る｡

本時のめあては,｢『わた し』 はなぜ 女の子の呼び方 を変 えたのだ ろ う｡｣ とい うもので あ り,

チ ビもた ちの発 言 が ｢わた し｣ の立場 にな った もので あ るのは 自然 な流れ であったOチ ビもた

ちの発言 は,お母 さんの言動 につ いての発 言 か ら,｢わた し｣ の立場 になってお母 さんの言動

(決 心) を考 えた発 言 ,そ して,女 の子 の こ とも考 えた発 言- と変化 してい ってい るQ 発 言 が

この順番 で出てい るこ とは,発言 に何 らかの関係性 が あ る と推 察 され る｡

チ ビもた ちが発言 した内容 の推移 を分析 してみ る と,子 どもた ちは他 の子 どもの発言 をよ く

聴 けてい るこ とがわか った｡発 言 した子 どもた ちは,他 の人 の発 言 と自分 の考 え との関係 を考

えて発 言 を してい る｡チ ビもた ちの発言 は,前 の人 の発言 が 自分 の もの と近 いか ど うか を判断

して,発言 してい る こ とがわか る｡ しか し,私 は ここで示 され た よ うな子 どもの発言 のつ なが

りが見 えてい なか ったO

そ こで,チ ビもた ちが他 の子 どもの発言 をよ く聴 けてい るこ とがなぜ教師 には見 えなか った

のか考 え,考 えた理 由につ いてまた問い を繰 り返 し,課題 を明 らかに した｡

(∋ なぜ,チ ビもたちが他の子 どもの発 言をよく聴 けていることが,教師には見えなかったのか

↓

② 授 業 にお いて,子 どもの発言 の内容 を意識 しす ぎていた

1

③ つ なげたい とい う想 いはあつたが, ど うつ なげ るが考 えていなか った

↓

④ 教材解釈 は していたが, めあてに対 して教師 も学ぶ立場 になって 自らの考 えを もつてい

C1:はいOえっとOゐ母さんの言動なんですけど,

｢ヒロ子はやっぱりわたしの子ですO｣というの

と,｢ほんとうにヒロ子のあ母さんになります｡｣

という言葉からだと思います｡どうですか?

C2:はい｡えっとo≡子ちゃんをだれかに預けたい

という相談をするために来たはずのあ母さんが,

｢だれかなんと言ったって,あげるものですか｡｣

と言って,泣きじゃくったからだと思いますO

皆さんどうですか?

C3:はい｡急にぽろぽろとなみだを流しだして･･･

会うまでに決心して,ヒロ子はやっぱりわたし

の子ですoだれがなんと言ったって,あげるも

のですかと言ったからだと思いますo

c4:はい.えっとoるいさんと同じなんですけど,

｢今度こそ,ぽんとうにヒロ子のあ母さんにな

りますO｣と,あと ･･- - t:レナさんと

同じなんですけど,｢≡子ちゃんをだれかに預

けたいという相談をするために来たはすのあ母

さんは,そう言って,泣きじゃくるのです｡｣

というところですOみなさんどうですか?

clからC4は教科露の本文のあ母さんの言動 (汰

心)がわかるとこうに注目して発言しているO

図1 C1か らC4の発言

C5:はいOえっと｢わたし｣の言動なんですけど｡えっと,あ母
さんか｢ええ.もう,今日ゐ会いするまでに,決心したので
すOヒロ子はやっぱりわたしの子です｡だれか何と言ったっ
て,あげるものですかo｣と言い張ったので.この後に.読
た芸子ちゃんと言うと,やっぱりわたしの子じゃないんだと
ゐ母さんか思うので,ヒロ子ちゃんと呼んだんだと思いますo

C5 あの,えっと,もう一回.あの,言い張った後に.三言ちゃ
んと言うと,やっぱり.わたしの子どもじやないんだとあ母
さんか思うので,ヒロ子ちゃんと言ったんだと思いますo

C6.義,はい｡えっと｡まず殿初に,えっと,｢今日あ会いする
までに,決心したのですO｣と｢こうしてあ詣5:うかがえた
ので,決心できたのですO｣って,決心を2回言っているか
ら,｢わたし｣も,えっと.このゐ母さんは本気でヒロ子ちゃ
んを育てようとしてるんだなとわかったから,ヒロ子ちゃん
と呼ぶようになったんだと思います｡みなさんどうですか?

C5 えっと.あ母さんが言い蛋った後に,えっと,｢わたし｣玖
玉子ちゃんと言うと,ああやっぱりわたしの子じゃないんだ
とあ母さんか思うので,えっと,｢わたし｣はヒロ子ちゃん
と言ったんだと思います｡

(グループでの話し合い)
C7.はい｡えっとO｢わたし｣か王子ちゃんからヒロ子ちゃんに

変わった理由は.あ母さんか決心し.この親子を応援し支え
ていきたいと｢わたし｣が思ったからだと思いますoみなさ
んどうですかつ

C8 はい｡a5母さんの言豪で.｢ヒロ子はやっぱりわたしの子で
すOだれがなんと言ったって,あげるものですかO｣という
ところから,なんか,a5母さんはヒロ子ちゃんのことをすご
<大切に思っていると思って･･たぶん言い方を変えたんだ
と思いますo

c5からC8は あ母さんの言動 (決心)を受け止めた｢わたし｣
の立像こなって発言しているO

図2 C5か らC8の発言
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C9I｢この子ra何も知らないのだなO幸せだなO｣と

言っていることで,もうあの,この子Taもう,

その,昔のあ母さんのことも知らないし,この

あ母さんも決心していたから,もうこの子は,

えっとなんだっげ,昔のあの.母親の子どもで

はなくて,このあ母さんの子どもになったとい

うことで,えっと,ヒロ子ちゃんと呼び名を変

えたんだと思いますo

C9:この,えっと,このミ子ちゃんのあ母さんも,

えっと.ミ子ちゃんは何も知らないし,もうあ

母さんも自分の子どもって言ってるから,その,

この ｢わたし｣っていう人も,あの,呼び名を

玉子ちゃんじゃなくてヒロ子ちゃんに変えたん

だと思います.

C9は,あ母さんの言動 (決心)を受け止めた ｢わ

たし｣の立場とともに,女の子のことを考える ｢わた

し｣の立場になって発言しているO

図 3 C9の発言

CID･えっと,ヒロ子ちゃんはほんとのお母さんだと思っているの
ですからというところで,えっと.｢わたし｣かヒロ子ちゃ
んのことを,≡子ちゃんて呼んだリすると,芸子ちゃん玖
ああぽんとのあ母さんじゃないのかなって思ったリするから,
気をつかって,｢わたし｣も,ヒロ子ちゃんって呼んだんだ
と思いますoみなさんどうですか?

Cll●ほぼにLやまさんと同じで,えっと,ヒロ子ちゃんは,あの.
今のあ母さんを,本当のあ母さんだと思っているから,何か
玉子ちゃんと呼ぶと.あの,本当のa5母,あ にLやまさん
と同じで本当のゐ母さんじゃないのかなと思ったリするか,
傷ついたリするかもしれないから.ヒロ子ちゃんと読んだと
思います｡

C12:えっとOにLやまさんとこたうう<んに似ているんですけどo
えっと,もしこの ｢わたし｣玖 ヒロ子ちゃんのことを三言
ちゃんて間違えて言った5,ヒロ子ちゃんが｢はあ誰それ?｣

って思うかもしれないので,言い方を改めたんだと思います｡
C12.えっと.ヒロ子ちゃんに向かって,｢わたし｣が.えっと,

三言ちゃんて間這えて呼ぶと,ヒロ子ちゃんか.｢誰それ?｣

って思うかもしれないので.｢わたし｣は言い方を改めたん
だと思いますOみなさんどうですかつ

CIOからC12は.女の子のことを考える｢わたし｣の立圭掛こなっ
て発言している｡

図4 C10か らC12の発 言

④ の段 階 で明 らか にな った ｢教 師 も学ぶ 立場 にな って 自 らの考 えを もってい なか った｣ とい

う課 題 は ,学ぶ 立場 で あ る子 どもた ちは , めあて に対 して 自分 の考 えを もってお り,発言 と自

分 の考 え と比べ て ど うなのか を考 え る こ とがで きて いたが ,教 師 は,学 ぶ 立場 にな って 自 らの

考 えを もっていなか ったた め,子 どもの発言 を 自分 の考 え との関係 で聴 くこ とがで きていなか っ

た とい うこ とで あ るo

Ⅲ.子 どもに繰 り返 し発 言 を求 めた場 面 の分析 - (つ な ぐ) とは何 か

こ こで は子 どもに繰 り返 し発 言 を求 めた場 面 を明 らか に して , (つ な ぐ) とい うこ とを考 察

したO 分析 した実習授 業 で は,私 は 3名 の子 どもに対 して繰 り返 し発 言 を求 めてい たO とい う

の は,発言 のつ なが りを生 み 出そ うと して いた が,教 師 自身 が子 どもの発言 が わか らない状 態

だ った こ とと,発 言 を聴 いた直後 に見 られ た子 どもの反応 が まば らで あ り, わか らない状態 の

子 どももい る と判 断 した か らで あ るO

子 どもに繰 り返 し発 言 を求 めた場 面 を,教 師 の言動 と思考 ･判 断 ,子 どもの言動 にわ けて表

に示 してい る｡ 表 で は,教 師 の言 動 と思考 ･判断 が子 どもの言動 に どの よ うに影 響 して い るの

か, ま た,子 どもの言 動 が教 師 に どの よ うに影 響 してい るの か を矢 印 を加 えて示 して い る｡
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教師の思考 ･判断 Fどもの言動

T :令,K ･Rくん,よかったね｡同

じだけど,それでも言ってくれたo同

じところが威なっていくっていうのも

全然構わないので,あの,今手を挙げ
てない人,自信を持って発来してくだ

さいo

T :じゃあ,N ･Gくん｡

T:N･Gくんが今,最後のほうで言っ

てくれたこと,もうlrnj,言ってもらっ

ていい?

T ･うんO

T .どう今の?

T .みんな納得?

T .じゃあ I.I･Y ･HくんO

T :ここでもう--･回N ･Gくん言って

もらっていい?やっぱ,なかなか面白

いこと言ってるなあと.･･｡今のY･
Iiくんの言ったことの後にもう1回言っ

てO同じことでいいよO

なかなかまだ手を挙がらない人がいる

なOもっと考えを発表 してくれないか

なo

反応もいまいちだ

もう1回発表してもらいたいな｡

もう1回発表 しても

からないO子ど

うなんだろう｡わかってい

ん?Y ･Tiく

たいだな｡N

N ･Gくんの考えがもっ

みんなの反応はN･Gくんの発表のと

きよりいい気がするなOでも,

うな気がする

うーん,きけばきく

(Y .liくん,N ･Sさん,S IKく

ん,N ･Rさんが挙手する様子がビデ

オに映っている｡N･Gくんも映って

はいないが挙手をしているO)

cn:はい｡えっと ｢わたし｣の言動

なんですけど｡ えっと,お梓さんが

｢ええ,もう,今 日お会いするまでに,

決心したのですoヒロ子はやっぱりわ

たしの子ですOだれが何と言ったって,

あげるものですか.｣ と言い張ったの

で,この後に,またミ子ちゃんと言 う

と,やっぱりわたしの子じゃないんだ

とおf:-1･さんが思うので,ヒロ子ちゃん

と呼んだんだと思います｡

cn :(これまでよりもまばらに)い

いと思います｡

Cn:えっとあの,言い張った後に,

cn:あの,えっと,もう1軌 あの,

言い張った後に,ミ子ちゃんと言うと,

やっぱり,わたしの子どもじやないん

だとおtヨ:さんが思うので,ヒロ子ちゃ

んと言ったんだと思いますO

c y :(｢どう今の ?｣と言 うのとほ

ぼ同時にY･11くんが)ああo

cy:あ,はいOえっとOまず液初に,

えっと,｢今 日お会いするまでに,級

心 したのです｡｣と ｢こうしてお話を

うかがえたので,決心できたのです｡｣

って,放心を2回言っているから,

｢わたし｣も,えっと,このお株さん

は本気でヒロ子ちゃんを育てようとし

てるんだなとわかったから,ヒロ子ちゃ

んと呼ぶようになったんだと思いますo

みなさんどうですかウ

Cニいいと思いますO

cn:えっと.お隊さんが言い張った

後に,えっと,｢わたし｣が,ミ子ちゃ

じゃないんだとお村:さんが思うので,

んと言 うと,ああやっぱりわたしの子

えっと,｢わたし｣はヒロ子ちゃんと

言ったんだと思いますO
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T ･(7秒ほど間があって)今はてな

マークがあがっている人はいますか?

はい,今はてな,わからないっていう

人?わからなくなったっていう人?TI
Hくん｡ききたいことがある?誰か,
今発表した人O先生でもいいよoきき

たいことC (問があって)苦 しい?普

しい?

T:じゃあね,今いろいろみんな言っ

てくれたけど,ちょっと近くの人と話

して,もう1回,｢わたし｣は何で女

の子の呼び方を変えたのだろうかもちょっ

と今 1人ずつで考えてたけど,じゃあ,

近くの人と1軌 話し合ってみてくだ

さい｡なんで呼び方を変えたのかo

(グループでの話し合いに入るQ)
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しようかなOチビも
うなんだろう｡

T･Ilくんと目カ

たけど.T ･7-Iく

の人と話し合ってもらっ

さそうだな｡

(T･Iiくん,首をかしげるような仕

蜂をするO)

義-2.N ･Hに繰り返し発言を求めた場面 (発言を求めた回数 :2回)

教師の思考 ･行動 子どもの言動

T :ヒロ子ちゃんを大切と,お粒さん

が思ってる｡そのことに対して ｢わた

し｣が呼びカを変えたoいい?じゃあ,

手が挙がってない人もいるけど･･じゃ

め,さっきからずっと挙げてるN･H
くんo

T .66ページの7行目｡

T:わかった?

T:何となく?

T :じゃあ,N ･Hくん,もうちょっ

と短い,短く言える?すぱっと言える?

なんやったら, I･Kさんに助けても

らいながら｡いいよo

T ･うんoだいぶ短くなったねoはい｡

あててみよう｡

か自信がありそう

うーん,ちょっと遠

別言ないのかな｡よ

らおうo今度は,

ーズに言ってもらいたいなO

よかったなあ

cn･はい｡えっと｡66ページの7行

目の,｢ああ,｣
crl:｢この子は何も知らないのだなo

幸せだな｡｣ と言っていることで,も

うあの,この子はもう,その,昔のお

経さんのことも知らないし,このおT誅

さんも決心していたから,もうこの子

は,えっとなんだっけ,晋のあの,付

親の子どもではなくて,このおf津さん

の子どもになったということで,えっ

と,ヒロ子ちゃんと呼び名を変えたん

だと思いますo

(あまり反応がないO)

(ある子ども (おそらくY ･日くん)

がうなずいたO)

(隣の席の I･KさんがN ･liくんの

ほうを見ているO)

cn:この,えっと,このミ子ちゃん

のおfil_･さんも,えっと,ミ子ちゃんは

何も知らないし,もうお杜さんも白分

の子どもって言ってるから,その,こ

の ｢わたし｣っていう人も,あの,秤

び名をミ子ちゃんじゃなくてヒロ子ちゃ

んに変えたんだと思いますn
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T :今いろいろと話をきいてると思い

ますOね,自分なりに ｢わたし｣は何

で女の子の呼び方を変えたのか,自分

なりに考えてみてください｡

T:はい,じゃあ,いいよO

T :おっ,N ･Kさん｡

T :67ねO

rr 同じです?

T いいよ｡

T ･じゃあ,いいよo I･RさんO

T :今ね,何回か(iiJ.たr=q非があるO

何かこれまでとちょっと違うことを言っ

ているような気がするなあOなんだろ

うO

同じが続いたな(,おっと,時描jもなく

なってきたなOそろそろまとめに入ら

ないといけないなO

(｢決心｣ と享ii:かれたカー ドを黒板に

はる｡)

(SIKくんが即風 こ手を挙げているO)

(N ･Kさん, 1･Rさん,左前方の

席の女の7-2人ほどが手を挙げるoS･

Kくんも手を挙げているO)

Cn :はい067ページのところに,

CIつ:えっと,ヒロ子ちゃんはほんと

のおIa･さんだと思っているのですから

というところで,えっと,｢わたし｣

がヒロ子ちゃんのことを,ミ子ちゃん

て呼んだりすると,ミ子ちゃんが,ああ

ほんとのお杜さんじゃないのかなって

思ったりするから,気をつかって,

｢わたし｣も,ヒロ子ちゃんって呼ん

だんだと思いますOみなさんどうです

か?

C :いいと思いますQ

(少し問が空くOその間にS･Kくん

がつぶやく｡)

Cs:同じです｡

Cs･同じです｡

Cs:え?

cs:ほぼN ･Kさんと同じで,えっ

と,ヒロ子ちゃんは,あの,今のお母

さんを,本当のお杜さんだと思ってい

るから,何かミ子ちゃんと呼ぶと,め

の,本当のお母,め,N ･Kさんと同

じで本当のお位さんじゃないのかなと

思ったりするから,傷ついたりするか

もしれないから,ヒロ+ちゃんと読ん

だと思いますく,

(I･Rさんが手を挙げるO｢同じ｣

とつぶやくo)

C l:同じ･･｡

C l.えっとo N ･KさんとS･Kく

んに似ているんですけどoえっと,も

しこの ｢わたし｣が,ヒロ子ちゃんの

ことをミ子ちゃんて問適えて言ったら,

ヒロ子ちゃんが ｢はあ誰それ ?｣って

思うかもしれないので,言いカを改め

たんだと思いますO
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T :決心｡決心という言柴の後に,い

ろいろ言ってくれてるのが, 1･Rさ

んの,もう1回言ってもらっていい?
あ,まあいいわO決心て言う京紫が出

てる,lLljたりしてたよね｡あの,お位
さんの決心ていう京紫oもう-回,I･
Rさん,同じこと言ってo

T :うん,同じところでいい｡後ろ向
いて,同じところr-=毒-って｡

1､:じゃあね,令,たくさんの人が

｢いいと思いますO｣って言ったところ

で,ノー トに,何で呼び方を変えたの

かということを,自分の言紫でまとめ

てくださいoあんまり時間がないけど,

自分の富来でまとめてください｡今い

ろんな人が発表してくれたのをきいて,

自分はどう思うのか,ということをノー

トにまとめてください｡
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呼び方を変えた男性由としては,決心に

ついてはみんな納得してるだろうなO

あとは, i･Rさんたちが言ったこと

についてふれればいいかな?結局 I･

Rさんたちが言いたかったことは何だ?

を変えた理由について考えられていそ

うだな｡よし,時間もなくなってきた

からまとめをノー トに二Ll糾､てもらおうO

c i:え?さっきのところで?

C i:えっと,ヒロ子ちゃんに向かっ

て,｢わたし｣が,えっと, ミ子ちゃ

んて間違えて呼ぶと,ヒロFちゃんが,

｢誰それ ?｣って思 うかもしれないの

で,｢わたし｣は言い方を改めたんだ

と思います o みなさんどうですか?

C ･いいと思いますO

3つの場面とも,私は,子どもの発言をつなげようという想いをもっていたO教師自身が子

どもの発言がわからない状態であったことと,子どもの反応からわからないと思っている子ど

ももいるであろうという判断をして,繰 り返し発言を求めているQ

これらの場面では,教師が ｢わからない｣状態だった｡ しかし,素直に子どもに聴く姿を私

は見せることはできなかった｡子どもに3回繰 り返し発言を求めた場面では,チビも (T ･H

くん)に教師のわからなさを押しつけてしまっているO授業をふりかえってみて,子どもに申

し訳ないことをしているという気持ちになったO

この授業では,授業始めに1度 ｢もっと聴きたいと思ったら素直に聴いていい｣と言ってい

た｡ しかし,授業者としての意地もあってか,自分自身が素直に ｢わからない｣と言えていな

い｡また,チビもたちははっきりとは ｢わからない｣とは言ってはいないが,子どもの反応で

はそれを示していた｡

今回は,子どもの反応から子どものわからなさを受け止めることはできたo Lかし,子ども

が ｢わからない｣とはっきりと言える授業づくりが求められる｡わからないことがあってもな

かなか聴けない雰囲気のある教室では,授業がわかるチビものもので終わってしまうo Lかし,

わからないことを聴ける教室では,一部のチビものものとはならないOもちろん教師が子ども

のわからなさに気づくことは大切だが,わからないことを聴ける雰囲気をつくる必要もある｡

そのためにも,教師がときにはモデルとなり,素直にわからないことを聴くことも重要なので

はないかと考えるO

これらの場面は,授業においてわからないが言える雰囲気をつくるチャンスであった｡教師

がモデルとなって,素直にわからないことを聴いてみる姿勢は,子どもがわからなさを素直に

さらけ出すことのできる授業づくりには必要だと実感 したOそして,子どもがわからないこと

を聴ける授業づくりを起点として,子どもが聴き合 う授業をつくることができるのではないか

と考えるo
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チビもたちが発言した内容の推移を分析すると,子どもたちの発言にはつながりがあったo

Lかし,教師は子どもの発言のつながりを認識できていないことがわかったO発言したチビも

たちは,他の人の発言を聴くときに,自分の考えと他の人の発言がどのような関係なのかを考

えながら聴いていたoこのことから,佐藤氏のいう,教師の聴く活動は,子どもの発言がどの

ような関係の中で発せられているのかを認識することであるという理解が深まった｡というの

も,子どもが発言するとき,教師がつなげようとしていなくても,そのチビもなりにつながり

を考えて発言しているといえる｡つまり,教師が子どもの発言を聴くというとき,どのように

つなげるかを考えるのではなく,子どもがつながろうとしている先はどこなのかを認識するこ

とが重要だといえるのである｡そしてつながろうとしている先は,題材 (テキス トや資料),

他の子どもの発言,その子自身のそれ以前の考えや発言という3つが挙げられる｡

繰 り返し発言を求めた場面では,教師は子どもの発言を聴くことができていなかった｡そし

てこの場面では,発言に対してわからないという反応は見せるが,わからないことを聴くこと

ができない子どもの姿があったO教師自身もわからないことを聴くことはなかったが,授業で

わからないことがあったら素直に聴けばよいことを示すためにも,教師がわからないことを聴

くとよいのではないかと考える｡教師の発言をつなぐ活動は,教師が発言につながろうとして

いる子どもの姿を注意深く察知し,その子どもが言葉を発 しやすいように何かしらの行動を起

こすということではないかという理解に至った｡繰 り返し発言を求めた場面では,チビもたち

が他者の発言を受け止め,｢わからない｣という反応を見せたという事実に対して,私は,塞

言 した子どもにのみ繰 り返し発言を求めるというような働きかけをしている｡ しかし,授業を

ふりかえってみると,発言した者-何かしらの反応を示 した子どもを発言した子どもにつなぐ

ということだという理解ができた｡そして,教師もわからないことがあれば聴くならば,子ど

もがそういう教師の姿から,わからないときには聴いてみようという気持ちになれるのではな

いかと考える｡つまり,教師のつなぐ活動は,直接子どもに働きかける場合もあるが,教師が

モデルを示すことにより子どもがつながろうとできるようにする場合もあるといえる｡

今回ふりかえった実習授業では,子どもが発言をつなげている事実がわかり,発言につなが

りが生まれるのは,発言をしっかりと聴いているからであるという考えをもったO子どもの発

言をつなごうという想いがあったが,チビもたちは他の人の発言をしっかりと受け止めて発言

しており,その結果自然と発言につながりが生まれていた｡この点は授業のなかでは気づかな

かったが,授業を分析 してみてわかったのであるO教師は子どもに事実をつくりだす前に,チ

どもの事実を教師自身が発見しなくてはならないO今後は,発言やつぶやきをつなげるべきも

のという捉え方ではなく,まずは発言やつぶやきを丁寧に受け止めることを大切にしていきた

いO発言をつなげるというより,発言を丁寧に聴いていく中で,つながりが生まれるという意

識で授業にのぞみたい｡

V.終わりに一今後の課題

本研究では,基礎能力発展実習のふ りかえりを通して,子どもが発言した内容の推移と子ど

もに繰 り返 し発言を求めた場面から (聴く)(つなぐ)という行為がどのように捉えられるの
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かということを考察してきたO私は,この研究を通して,教師の聴くとつなぐという行為は,

子どもの発言の方向性を認織し,学びを生み出していく機能があるという考えに至った｡そし

て,これらの行為は個別に機能するのではなく,相互に作用しながら子どもの学びを生み出し

ていくということを大卯 こしたい｡

実習授業をふりかえると,教師が子どもの発言を聴くことができていない状態でも,子ども

は他の人の発言を受け止め,自分の考えとの関係を捉えて発言していた｡ただ,わからない反

応を見せる子どももいたこともあり,わからないことがあれば素直に聴けばよいことを授業で

伝えていく必要がある｡また,子どもがわからなさを言葉に限らず態度に出したとき,今回は,

繰 り返し発言を求めただけに留まってしまったが,これから対応の仕方を考えたい｡

実習授業における子どもや教師の言動を分析することで,教師の (聴 く)(つなぐ)という

活動についての理解が深まった｡さらに,これらの活動だけでなく,(もどす)という活動や

教師の居方 (ポジショニング)も含めて,子どもの学びにどのようにつながっているのか,ま

た,教師のどのような姿として表れるのかなど,授業を分析するなかで明らかにしていきたい｡
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